
入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

図 書 館

テーマ「踏み出す」
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２ �自分を見つめる
　もうひとりの自分

　人生につまずいたとき、
黙って手を添えて、そっと前
へ押し出してくれる、言葉が
寄り添ってくれる一冊です。

成美堂出版編集部／編著
うい／作
えがしらみちこ／絵

はたあきひろ／文・イラスト

4 �じぶんでよめる
　しょくぶつずかん

3 ��しょうがっこうがだいすき

1 �コップひとつからはじめる
自給自足の野菜づくり百科

　花壇に植えられている花
や道端に咲いている植物な
ど、身近な植物のことを自
分で調べてみよう!

　ちょっぴり先輩の2年生か
ら、1年生になるみんなへ向
けた絵本です。16のアドバ
イスが詰まっています。

　農業や園芸の知識がなく
ても大丈夫。27のレッスン
を達成すれば自給自足暮ら
しが叶う野菜作りの実用書。

令和4年度後期に終了した講座の一部を紹介します。

　今年度は約90講座を開催しました。来年度もさま
ざまな分野の講座を企画開催し、皆さんの学びたい
気持ちをサポートします。

公 民 館

　１回目は食事を通して老化を防ぐポイントを学び、
見た目の年齢チェックも行い
ました。2回目は摂取カロリー
に目が行きがちな食事につい
て、必要な栄養素を補うこと
の大切さを学びました。

●�中央公民館×明治安田生命　女性のための「健
康づくり栄養」講座（1月・全2回、中央公民館）

　最終回となった2月の講座は、健康について実技も
交え学びました。50歳以上限
定の講座でしたが、新たな発
見もあり、仲良く声を掛け合っ
て、参加者同士でつながりも
できていました。

●�七城楽しく学ぶ大学 ～今日から実践!こりゃあ
ためになる～ （5月～2月・全9回、七城公民館）

　いつも明るく楽しく調理することがおいしい料理作
りに大切であることを学びま
した。参加者からは「料理は
もちろん、盛り付けも大変勉
強になりました」といった声が
多数聞かれました。

●�大満足料理教室 ～家族の笑顔120% のごち
そう～ （10月～12月・全4回、泗水公民館）

　泗水地域の文化財を学び、地域の歴史を見直す機
会とすることを目的に開催。
多くの人々に受け継がれてき
た歴史的な文化遺産を地域の
宝として継承していけるよう、
熱心に学習していました。

●�泗水の文化財を学ぶ ～身近な地域の歴史を
知る～ （11月～12月・全3回、泗水公民館）

3月4日㈯ 午後5時～6時

吉
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正
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中央図書館ステップ 無料ところ 参加費

期　間

　マスク生活でも重要な「アイメイク（アイシャドウ）」
について、実演レッスンを行います。

魅力をひきだすアイメイクレッスン
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